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平成１８年度上期登録会＆イベント終了！ 
４月～９月にかけて、県内各地で骨髄バンクドナー登録会とチャリティー募金活動が行われました。 

その結果、合計３１７名と非常にたくさんの方に登録をいただきました。登録会・募金活動に参加さ

れた皆さん、本当にお疲れさまでした。なお、９月の登録会で無事、平成１８年度の上期が終了し、

上期の登録者総数は昨年度上期より１８％増になりました。登録会に参加されました皆様のご協力に

感謝申し上げます。下期も上期以上の登録者を目指してがんばって参りましょう！ 

開 催 日  
イベント名・登録会場名 登録者数   募 金 額   

月 日 曜日 

４ １２ 水 ＮＴＴ東日本茨城支店献血並行登録会 １０名  

 １６ 日 かすみがうらﾏﾗｿﾝ献血並行登録会 ３０名  

５ ９ 火 土浦ﾋﾟｱﾀｳﾝ献血並行登録会  ７名  

 １３ 土 つくばﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ献血並行登録会 １１名  

 １４ 日 つくばﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ献血並行登録会 １７名  

 １４ 日 「茨城県南瓦工事業組合総会」骨髄バンクＰＲ募金 － ￥１３,５００ 

 １９ 金 ｷｬﾉﾝ取手事業所献血並行登録会 ２０名  

 ２６ 金 ｷｬﾉﾝ取手事業所献血並行登録会 ３０名  

 ３１ 水 筑波大学献血並行登録会 ２８名  

６ １３ 火 情報労連茨城県協議会ﾁｬﾘｨﾃｨｺﾞﾙﾌ寄付金贈呈 － ￥６９,９４７ 

 １５ 木 下妻市役所献血並行登録会 ２０名  

 ２３ 金 鹿嶋ﾁｪﾘｵ･ｼﾞｬｽｺ献血並行登録会 １１名  

 ２９ 木 原研那珂研究所献血並行登録会  ５名  

７ ２２ 土 つつみ幼稚園ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾙｰﾝ募金 － 

￥２２,６６４ 

園より寄付金 

￥３０,０００ 

 ２４ 火 三菱化学鹿嶋事業所献血並行登録会 １８名  

 ２８ 金 NECｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃｸﾉ献血並行登録会  １名  

８ ２４ 木 陸上自衛隊勝田駐屯地献血並行登録会 １９名  

 ２６ 土 まつりつくば献血並行登録会  ５名  

 ２７ 日 まつりつくば献血並行登録会 １７名  

９ ７ 木 水戸経理専門学校献血並行登録会 ２４名  

 １２ 火 ベイシア玉造店献血並行登録会  ９名  
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～平成18年度上半期を終えて～ 
 

今年度上半期を振返ってみましょう。 

まず登録会は合計２１回開催され、登録者数合計は会員始め関係者の皆様のご協力により、３１７人と 

なりました。 

今年度は昨年の反省から上半期、特に４～６月に登録会が多く開催されたことにより、５月に６回、９月 

に５回などピーク対応に各地区普及広報委員は一苦労された事と思います。 

特に、福間さんは今年度の担当登録会全７回が全て上半期に集中し、大変ご苦労なさったことと推察 

いたします。福間さんは今年度からいばらきの会事務局長に就任され、会務にも励まれたわけですから、

上半期の功労者といえるご活躍ぶりでした。 

またもう一人の功労者は今年度の登録推進員に就任された伊井さんの奥様です。公務員の職を辞して

社会貢献活動に専念するというご信念のもと、地元つくば献血ルームの推進員に就任されて、上半期で

は実に１２回もの登録会に参加され、説明員業務を積極的にご担当いただきました。 

登録会実務の中で特筆すべき点は、臨時受付方式の実施があります。これは大規模献血会場で問診や

採血待ちの行列が長くできるような場合に、こちらから献血者のほうへ出向いて、待ち行列に並んでいる

間に申込書に記載してもらう方式です。２月の守谷で試行し、５月の取手キヤノンで本格実施て本方式の

有効性を実感しました。 

財団関連では、８月に患者負担金改定があり、一部の料金が値下げされました。また今年度のACキャン

ペーンポスターは、昨年１１月に亡くなった本田美奈子さんをモデルとして製作され、テレビ、ラジオ、新聞

などを通じてキャンペーンが展開され、全国各地で彼女の追悼展が開催されています。 

いばらきの会関連では、会報の充実振りが特筆されます。小田倉編集長のキラリと光る編集方針に脱帽

しています。今後のご活躍を大いに期待しております。 

また、井手顧問の奥様や高畠さんなど新メンバーが加入し、積極的に登録会にもご参加いただいており、

当会の隆盛を実感しています。これからも息の長いご参加をよろしくお願いいたします。 

また、今年度からは、これまで登録会やバルーン募金の会場で配布していたキティティッシュに替えて、

いばらきの会オリジナルのティッシュを７月に製作しました。これは県薬務課のご尽力により製作されたも

ので、茨城県と財団のネームが入り、イラストには浅生ハルミンさん制作のキャラクター「骨髄くん」「とも

ちゃん」が大きく描かれています。今後は登録会場などで配布し、PRに役立てていきたいと思いますので

皆様、積極的にご活用下さい。下半期は登録会が合計１０回計画されておりますので、薬務課、各保健

所ならびに血液センターのご協力の下、一人でも多くの登録者を得るようがんばって参りましょう。 

よろしくお願いいたします。 （牛島英二） 

 

７月２２日 つつみ幼稚園夏祭りペンシルバルーン募金 
例年お世話になっておりま、つつみ幼稚園でのバルーン募金を今年も実施させて頂きました。 

つつみ幼稚園に行く途中雨がパラパラと降ったので心配でしたが、幸いも本番では降ることもなく貫井さ

ん、望月さん、横田さんのＰＲのおかげで夏祭り開始前から子供達が集まり、特にトンボが好評でした。

参加された皆様、お疲れ様でした。なお本年もつつみ幼稚園様から3万円のご寄付を頂きましたことを皆

様にご報告すると共にこの場をお借りし感謝申し上げます。（福間究） 

 

７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

 １４ 木 
日立製作所情報制御システム事業部 

献血並行登録会 
１２名  

 １５ 金 八千代公民館献血並行登録会 １５名  

 ２４ 日 日立市市民生活安全ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾙｰﾝ募金 － ￥２３,８２６ 

 ２８ 木 結城市公民館献血並行登録会  ８名  

２００６年９月 会報Page 2 

ドナー登録者30万人をめざして！ 



７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

募金額 ２２,６６４円 

つつみ幼稚園様からのご寄付 ３０，０００円 

参加者  貫井さん、望月さん、横田さん、湯本さん、 

和田さん、川井さん、小田倉さん、福間 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２４日 三菱化学鹿島事業所献血並行登録会 
ドナー登録者数 １８名（受付１９名） 

献   血   者   数 ４３名（受付５５名） 

登録会参加者 潮来保健所 高城様、長山様 

          登録推進員 伊井さん（つくば献血ルーム） 

          財団地区普及広報委員山﨑暢久 

昨年も実施し２４名の登録実績があり、期待される場所での登録会でした。 

朝から、ちらちらと雨模様の足元が悪い中、登録される方のほとんどはご自分から積極的に登録申込に

こられ献血者が少ない中、１８名の登録は多かったと思います。保健所の高城さんや長山さんの事前の

準備や当日の説明も難なくこなし大変素晴らしい気の利いた対応が好成績を出したと思います。 

参加された保健所の高城様、長山様、大変お疲れ様でした。 

これからもよろしくお願いいたします。（山﨑） 

 

７月２８日 NECコンピュータテクノ献血並行登録会 

 
ドナー登録者数 １名（受付１名） 

献   血   者   数 ５３名（受付６１名） 

登録会参加者 

       筑西保健所 波川様 時野谷様 

       いばらきの会 川井さん 井手高子さん 

       財団地区普及広報委員 細谷 

 

２月に登録会を実施したばかりでしたが、社内には若い方が多く、告知など工夫次第では多くの登録者

が期待できるのではないかと思われましたが結果的には１名の登録者だけでした。 

掲示板にはポスターなどの案内を掲示していただき、社内ネットワークによる告知も積極的にしていただ

いたようですが、なぜか効果はありませんでした。 

当日のささやき作戦にも全く反応はありませんでした。 

なぜでしょうか？？ 

これを教訓に今後の登録会でのＰＲ方法を工夫してみたいと思います。（細谷栄一） 
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７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

８月２４日 陸上自衛隊勝田駐屯地献血並行登録会 
 

ドナー登録者数 １９名（受付２４名） 

献   血   者   数 ７１名（受付８１名） 

登録会参加者 

       ひたちなか保健所 渡辺様 上松様 

       登録推進員 野上さん（水戸ルーム） 

       いばらきの会 川井さん、井手高子さん、和田さん、高畠さん（初参加） 

       財団地区普及広報委員 細谷 

 

いばらきの会に新しく入会されました高畠さんが登録会に初参加です。 

和田さんとの抜群のコンビネーションで積極的にチラシを配ってＰＲしてくれました。  

その為もあってか登録者数は１９名と、献血者数からするとまずまずの数字だったのではないでしょう

か？ただ、高血圧で不適格と判断された方が３名もいたことが驚きでした。 

身体を鍛えている方々なのに残念です。登録に至らなかった方５名のうち残り２名は時間がなくなったた

めです。ご協力いただいた皆さん、ご参加いただいた皆さんありがとうございました。（細谷栄一） 

 

８月２６日、２７日 まつりつくば（つくば献血ルーム）献血並行登録会 
 

２６日（土） 

ドナー登録者数 ５名（受付６名） 

献血者数 ５９名（受付７７名） 

登録会参加者 

 つくば保健所 谷中様 

 登録推進員 伊井さん（つくば献血ルーム） 

 いばらきの会 牛島さん、鈴木さん、川井さん、和田さん、高畠さん 

 財団地区普及広報委員 福間 

 

２７日（日） 

ドナー登録者数 １７名（受付１７名） 

献血者数 ７９名（受付９６名） 

登録会参加者 

 つくば保健所 木所様 

 登録推進員 伊井さん（つくば献血ルーム） 

 いばらきの会 川井さん、和田さん、植村さん、高畠さん、佐藤ファミリー 

 財団地区普及広報委員 福間 

 

暑い中での登録会を予想していましたが、一転、２日間共曇りで２６日の午前中は雨がパラツキました。 

２６日のドナー登録者数５名はつくば献血ルーム登録会のワーストで、２７日の１７名は最近の平均ぐらい

です。 

登録者が少なかった最大の要因はＰＲ不足でした。今回の登録会はＰＲのメインをつくば市の広報誌掲

載におき、つくば保健所よりつくば市に掲載依頼をしていただきましたが、残念ながら８月は記事が多く記

載してもらえませんでした。登録者が少なかったもう一つの要因は大学が夏休みで、学生さんらしき人が

少なかったことです。 

登録者は少なくても、収穫もありました。登録会の配布用チラシを保健所で５００枚用意していただきまし

たが一日で配布してしまいました。また県作成のパンフレットも保健所に持参して頂いた数では足りず、 
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７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

急きょ献血ルームの在庫品を使用させてもらいました。ということは骨髄バンクのＰＲは出来たと思ってい

ます。 

２６日のドナー登録が少なかったので、来年の登録会は一日にしようと考えていましたが、今は少し迷っ

ています。理由は２７日の１６時ごろ献血ルームのすぐ近くで出店されていた商工会の女性の方２名がド

ナー登録してくださいました。２人は登録会のテントを見て登録しようと思われた訳ですが、もしかしたら２

６日に登録会に気付き、一日思案され日曜日に登録された可能性もあります。 

というわけで一日だけにするのは簡単ですが、一日にしてしまうと二日に復帰するのは難しくなります。そ

ういう理由でもう少し検討し、保健所・献血ルームとも相談しながらどうするか判断したいと考えています。 

（福間究） 

  

９月７日 水戸経理専門学校献血並行登録会 
ドナー登録者数 ２４名（受付２５名） 

献血者数 １３２名（受付２１０名） 

登録会参加者 水戸保健所 湯浅様  

          登録推進員 欠席（不連絡） 

          いばらきの会 牛島さん、川井さん、和田さん、高畠さん 

          財団地区普及広報委員 山﨑 

 

実施場所が水戸経理専門学校ですが実質的には８００名もの多くの学生が学んでいる八文字学園全体

の献血併行登録会でした。 

２００名を超える献血多数者や来場される学生の全てが登録対象年齢ということもありドナー登録数に期

待してました。 

学生たちは授業を割いて反強制的に献血をしているせいか全体的に骨髄バンクへの反応や興味はいま

ひとつだったように思えドナー登録数は献血申込者の１割ちょっとでした。 

参加された皆様、大変お疲れ様でした。  （山﨑暢久） 

 

９月１２日 ベイシア玉造店献血並行登録会 
 

ドナー登録者数 ９名（受付１１名） 

献血者数 ４０名（受付６０名） 

登録会参加者  

       鉾田保健所 長洲 様 

       登録推進員 不参加 

       いばらきの会 川井さん、和田さん 

       財団地区普及広報委員 山﨑 

 

屋外での駐車場をお借りしてテントを張っての登録会でした。 

秋雨前線の影響で小雨が降ったり風が強く不安定な天気で来場者が少ないことや平日や場所的に田舎

だったため、お客さんが登録対象より上の方も多くドナー登録数を心配しましたが、予想よりは登録して

頂けたと思います。 

協力および参加された皆様有難うございました。 （山﨑暢久） 
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７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

９月１４日 日立製作所情報制御システム事業部献血並行登録会  
 

ドナー登録者数 １２名（受付１７名） 

献血者数 １０２名（受付１２３名） 

登録会参加者 

       日立保健所 菊池様、海老名様 

       登録推進員 得田さん（日立献血ルーム） 

       いばらきの会 磯貝さん、井手さん、林さん 

       財団地区普及広報委員 牛島 

    
献血バス２台の大型会場で、多数の献血者、ドナー登録者が期待されましたが、あいにく午前中はいず

れも出足が悪く、低調なまま昼休みを迎えました。午後からは献血者数も順調に伸びて、上記の結果とな

りました。献血者の年齢層は比較的に若い方が多かったのですが、ドナー登録への関心は低く、期待し

たほどの登録数を得ることができませんでした。ただ、登録者の中にはご自分で骨髄バンクのHPをご覧

になり、登録申込書をダウンロードして持参された方が２名いらっしゃいました。これも事前案内チラシに

HPアドレスを記載した効果と思われます。 

同事業所は全従業員数約５，０００人で、献血は年３回実施されているとのこと、先方ご担当者との事前

打合せでは「可能ならば毎回ドナー登録会をやっても良いですよ」とも言っていただきましたので、次回は

ぜひとも今回のリベンジを果たすべくがんばる所存です。     （牛島英二） 

 

 

９月１５日 八千代公民館献血並行登録会 

 

ドナー登録者数 １５名（受付１５名） 

献血者数 ８８名（受付 ９５名） 

登録会参加者 

       常総保健所 鈴木様 

       推進員 伊井さん（つくば献血ルーム） 

       いばらきの会 福間明子さん 

       財団地区普及広報委員 福間 
  

午前中は献血バス２台、午後は１台でした。午前中は登録者が少なく３名でした。 

献血者にバンクのパンフレットを渡すとき、余裕のある人には２度刺しの注意をお願いしていましたが、ほ

とんどの献血者は移動が早く、説明しきれませんでした。 

そのため、午前中の登録者２名の方はドナー登録の時、２度刺しの了解をいただいていたのですが、採

血の時、担当の方に苦情を言われたそうです。 

午後からは、献血の受付でも２度刺しの注意をしていただき、２度刺しはありませんでした。 

また、その注意のおかげで、登録者が１２名に増える効果がありました。献血の受付の方にはお世話に

なり有難うございました。 

今回の献血の協力団体が八千代ライオンスクラブで、保健所から事前に協力依頼をしていましたので、

ラインズクラブの方に挨拶し、バンクの説明をしました。そしたら、登録年齢が５４才以下なので、今回は

協力できないが、次回からは若い人に呼びかけ協力するからとの言葉をいただきました。また、後で登録

者数を教えてください、資料があったら配布しておくからの言葉もいただきました。こんな積極的なライン

ズクラブも初めてです。登録会終了後は登録者数をお伝えし、県パンフレット５０部をお渡ししました。 

（福間究） 
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７月～９月 茨城県内イベント登録会等報告 

９月２７日 勝田グリーンライオンズクラブ講演会 
 

９月２７日(水曜日）午後７時より勝田グリーンライオンズクラブの会員の方々に骨髄バンクについてお話

をさせて頂きました。 

この講演会は、８月に実施した陸上自衛隊勝田駐屯地での献血併行登録会の時に、献血ボランティア

としてお手伝いにいらしていた会長様からご依頼頂き実現しました。 

講演会の参加者は約２０名。私と妻（みさ紀）とでドナー経験や移植経験談を交えて約９０分お話をしま

した。財団ホームページの登録者数や患者数などのデータを使った細かい内容になってしまったにも拘

らず、皆さん最後まで大変熱心に聞いていただきました。 

最後まで沢山の質問があり、皆さんのこれからの活動に対する意気込みが伝わってきました。 

グリーンライオンズクラブの皆様も、今後、骨髄バンクについて理解を深めクラブの活動の中でドナー登

録につながるような活動も行いたいということで、勝田グリーンライオンズクラブ主催で行われる献血や

そのほかの活動の中で、ギフトオブライフやチャンスなどを配ってＰＲして頂けるという事でした。 

今後の勝田地区での骨髄バンク普及活動の盛り上がりを期待します。（細谷栄一） 

 

９月２８日 結城市公民館献血並行登録会 
 

ドナー登録者 登録８名（受付８名） 

献血者数 ４０名（受付５０名） 

登録会参加者 

       筑西保健所 波川様、時野谷様 

       登録推進員 伊井さん（つくば献血ルーム） 

       いばらきの会 伊井さん、細谷みさ紀さん  

       財団地区普及広報委員 細谷 
   

今回の登録会では献血対象者が、ほぼライオンズクラブの関係者になる可能性がありました。 

年齢の問題（年齢で不適格）で登録できない方が多いことも予想された為、登録会場から少々離れたと

ころにある市役所にもチラシを配りましたが、登録につながる効果は在りませんでした。 

ところが、今回は予想に反して若い方の献血希望者の割合が多く、少ない献血者数の中から8名の方に

ご登録いただきました。その中の1名は市報を見て登録にいらっしゃいました。 

また、説明のみ聞いていただいた方も3名いらっしゃいました。血液センターの方々にも大変親切な登録

のご案内をしていただいた為、円滑な登録会になったことを感謝いたします。  （細谷栄一） 

 

☆１０月から１２月の主なイベント及び登録会の予定は下記の内容になります。 
 

１０月２９日 建設フェスタ２００６             （担当地区普及広報委員 細谷） 

１１月１０日 かわねやフェスタ店            （担当地区普及広報委員 細谷） 

１１月１２日 日立市産業祭                （担当地区普及広報委員 牛島） 

１２月２５日  イトーヨーカドー古河店       （担当地区普及広報委員 小田倉） 

 

１２月未定  水戸こども病院クリスマス訪問   （詳細は決定次第随時連絡） 

 

※登録会の予定は変更になる事も有りますので、登録会参加ご希望の方は、事前に、事務局若しくは 

  各担当地区普及広報委員にお問い合わせ下さい。 

  皆様の御協力を宜しくお願い申し上げます。 
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☆一瞬の微笑み 
８月２４日に陸上自衛隊勝田駐屯地で行われました登録会に参加しました。 

その日は高畠さんがいばらきの会に入って初めての記念すべき登録会で、高畠さんも「登録会ってどん 

な事をするのかな？」「いばらきの会はどんな人がいるのかな？」とドキドキしてたと思うんですが私もど 

んな子が来るんだろうとドキドキしつつもすごく楽しみにしてました。 

初めて会ったら親しみやすくて、楽しい子ですぐに仲良くなり、「色々教えてください！！」「何をしたらい 

いですか？」とすごく積極的な子でビックリしました。（エッ！？自分はどんな感じで始めたかって！？忘れ

ちゃいました～（＾＾））  

一人でも多くの人に献血や登録をしていただける様に、私達２人はパンフレットをいっぱい抱えて人がい 

る所を探しながら会場周辺を歩き回って多くの方々に呼びかけて頑張っていました。 

その甲斐もあって多くの方々に登録して頂けました。 

当日は太陽の陽射しが痛いほどの天気で、汗をかきながらヘトヘトになるような一日だったのですがそ 

んな中、元気をくれた出来事がありました。 

集団で１・2・１・2と行進してくる自衛隊員に私達２人は少しふざけてドキドキしながらも<敬礼>をしてみた 

んです。 

そうしたら何と！笑いながら私達の方を見て一人の男性が、<敬礼>をしてくれたんです☆ 

休憩を終えて行進して去って行く時にも後ろを振り返って大きく手を振ってくれました。 

厳しい訓練をして日々を生活している人達は心までも鍛えられて優しい人が沢山いるんだなと思いまし

た。そんな“一瞬の微笑み”でした。敬礼～！！（和田かず美） 

 

☆小さなライバル出現！？ 

二日間とも、人は沢山いるのにお祭りであったせいと、なおかつ小さい子供を連れた人や、ちょっと年齢 

層が高いかな！ってゆう人が多かったせいか、献血も登録もいまひとつだったころ、佐藤さんファミリーが

きてすごい明るい楽しい雰囲気になりました。ルカちゃんが手に持ちきれないほどのパンフレットを持って

多くの人に渡して頑張ってくれて、パンフレットが手元になくなると、「もっとちょうだ～い！」と配るパンフが

なくなるまで一生懸命がんばって配ってくれました。      

ルカちゃんが渡すパンフは皆受け取ってくれて、ルカちゃんパワーやるなぁ！！って感心しちゃいました。 

６才になったばっかりのルカちゃんにヤキモチを感じながらも悔しさでいっぱいでした。と、言いながらも 

明るく元気にがんばっているルカちゃんを見て元気をもらった瞬間でもありました。（和田かず美） 

 

 

☆今年も満開、命のアサガオ 

－聖徳大学附属 聖徳高等学校・聖徳中学校－ 

 

今年も聖徳の玄関が華やかです。 

なんと、今年は正門から生徒玄関までの通路３箇所に「命のアサガオ」の花壇が増強!! 

夏の間、美しい花を咲かせて、生徒やご父母の目を楽しませています。 

この「命のアサガオ」は、昨年から福祉委員会の皆さんと校長先生、顧問の先生が中心となって取り組ま

れたものです。 

昨年収穫された、たくさんの種は、１１月の「聖徳祭」という学校行事の中で、福祉委員会さんの心のこもっ

たメッセージ付で、来校者の方々に配られていました。 

今年もいっぱいの花が咲いています。きっとまた、た～くさんの種が広がって、た～くさんのメッセージを届

けてくれるでしょう。 

聖徳の皆さま、ありがとうございました。（Ｙ・I） 
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☆骨髄バンク推進全国大会２００６に参加して 
 

９月３０日に新宿パークタワーホールで骨髄バンク推進全国大会２００６が開催されました。 

いばらきの会からの参加は、広島から伊井さん、望月さん、私の３名でした。 

例年は午前中に地区普及広報委員の研修会があり、午後から全国大会でしたが、今年はなぜか研修会

は開催されませんでした。 

 

【式典】 
大会ではいつも来賓祝辞がありますが、代読・棒読み・堅苦しい・つまらない・・・ものですが、今年は二人

の方の挨拶に感銘を受けました。 

一人は小比木（おこのぎ）議員です。議員の方はたいてい代読が多いですが、自ら出席されドナー体験談

を披露されました。議員でもドナーになるんだと多くの方が感銘を受けたと思います。 

余談ですが、私が横浜に住んでいたころ通勤電車の窓から小比木議員の看板をながめていました。 

まだ、お父さんの時代だったと思います。 

二人目は大谷貴子さんです。笑顔を絶やさず聞く人に分かりやすい言葉で、骨髄バンクの現状を訴える

姿が印象的でした。「ドナー候補者になっても、さまざまな理由で提供できないケースが多いのです。 

この現状を見ればドナー登録３０万人はひとつの通過点でしかありません」の言葉には実感がこもってい

ました。 

感謝状贈呈もいつもつまらない儀式ですが、今年は「えっ！」とすることがありました。株式会社読売巨人

軍への感謝状贈呈で、登壇したのが上原投手だったのです。まさかのことだったのでビックリしました。 

インタビューも有ったんですよ。あとはフラッシュの嵐でした。 

 

【講演とパネルディスカッション】 
パネルディスカッションの課題は「将来の骨髄バンクに望むこと」でしたが、事前にストーリーが出来ていた

ような進行で、発言内容も総花的でした。どんな結論が出るのでしょうか。 

 

【骨髄バンクを応援しています】 
・ゴスペルアンサンブル ・東京学館船橋高等学校吹奏学部 ・スーパーバンドの演奏などがありました。

グッズ抽選会は私達にも抽選券が配られ、いばらきの会では、望月さんに巨人軍選手の限定Ｔシャツが、

伊井さんには巨人軍選手のサインボールが当たりました。 

私は残念ながらくじ運に恵まれず、なんにも当たりませんでした。 

最後に記念アピールを全員で読み上げて終了しました。 

私はこの大会に参加する楽しみがいくつかあります。 

一つは、骨髄移植したときの先生に再会出来ることです。元気な顔を見ていただくのが最大の恩返しだと

思っています。 

二つ目は、私が移植のときに入院した名古屋の病院で、付添者の住まいで家内がお世話になった、地区

普及広報委員の方に会えることです。 

三つ目は長い間入院していた島根県の地区普及広報委員の方に会って、病院や先生の状況を聞くことで

す。今年は三つ目だけはかないませんでした。  （福間究） 

 

☆新しいポケットティッシュが出来上がりました！！ 

薬務課原様のご尽力により、県作成のポケットティッシュが出来上がりました！！ 

もう既に一部で配布しておりますが、ティッシュは８ｗでイラストが差し込みタイプで、とてもシンプル。 

シンプルゆえにハルミンさんの絵が引き立ちます。 

５００ケ×１０ケース＝５０００ケくるみ屋に保管してありますので必要な方はご連絡下さい。 

茨城県薬務課原様及びイラストを提供頂いたハルミンさんに感謝です。 

ありがとうございました。（山﨑暢久） 
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 ＜ドナーコーディネート裏話 HLAデータのカラクリ＞ 
私に今年２月、初の適合通知が来たことは前号でお話したとおりである。９３年５月に登録して以来、０３

年９月に抹消となるまで一度も適合通知が来ることはなかったのに、０５年９月に再登録してわずか５ヶ月

で適合通知が来たのにはワケがあったのである。 

  

全国協議会ニュース９月号でそのワケ・カラクリが紹介してある。それによると、 

 

①０５年の１年間に患者さんと照合したドナー１万９千人中、登録後１年未満の人は約２０％にも達してい

る。このうち、１ヶ月以内に照合となった人は約1/3にもなる。 

 

②昨年３月から登録時のHLA検査方法が今までの血清学的な検査からDNA遺伝子レベルの検査（蛍光

ビーズ法）へ変わった。それ以前に登録した人に対しては、適合通知後の確認検査時に同じレベルの検

査をし、それを登録データにすることになった。 

 

③財団によれば、昨年３月以降登録した人と、それ以前に登録した人とでHLAが一致した時のリストアッ

プされる順位は、DNAレベルまで調べた人のほうが上位にランキングされるとのこと。すなわち、過去に適

合通知を受け確認検査済みの人、および昨年３月以降に登録した人がリストの上位に入ることになる。 

 

④その結果、同じ人が何度もリストアップされ、また登録したばかりの人にすぐに適合通知が来たりする。 

  

私にわずか５ヶ月で通知が来たことも、メンバーの細谷さんや佐藤さんが何度も適合することも、以上のカ

ラクリからすれば至極当然の結果と言える。前号でも述べたように、現在の全登録者数２５万人の内、こ

れまでに確認検査済み４万１千人と昨年３月以降の登録者５万４千人の、合計１０万人弱を除く他の登録

者は無効とまでは言わないまでも、照合時における重要度はかなり低く、実質的な「有効登録者数」は１０

万人と見ることもできる。 

国が提唱するドナー登録目標数３０万人の早期達成も大事だが、昨年３月以前に登録した「無効登録者

数」全員に再検査通知を出して、DNAレベルのデータ化を図ることがより重要であると声を大にして申し上

げたい。 

  

昨年３月以前に登録し、抹消時期が近い人には、一旦取り消して再登録することをお勧めしたい気分であ

る。（牛島英二） 
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☆定例会開催のお知らせ 
紅葉の季節となりましたが、今年はどこへ行こうかと思案されている方も多いと思います。 

さて、２００６年度も早いもので、折り返し点を過ぎました。そこで、次の要領で定例会を開催したく、ご多

忙の折恐縮ですが出席をお願いいたします。 

１．日時 

  １０月２８日（土） １４：００より 

２．場所 

  くるみ屋さん（鉾田市造谷６０５）TEL：０９０－８３０６－７１１１ 

３．内容 

 定例会 １４：００～ 

 ・上半期総括及び下半期展望（会長報告） 

 ・下半期登録会の諸連絡（各地区普及広報委員） 

 ・上半期会計報告・行事報告 

 ・翌日の登録会に関する連絡事項 

 ・情報交換 

 ・説明員研修会、バルーン講習会その他 

 夕食 １８：００～ 

・懇親会 

４．その他 

 （１）２８日は宿泊可能です（２食付５,０００円）※夕食のみも可能です（３,０００円） 

 （２）翌２９日（日）は、ひたちなかテクノセンターでの登録会（建設フェスタ２００６）兼バルーン募金を行い    

    ます。 

５．出席の連絡 

  準備の都合がありますので、１０月２６日（火）までに、出欠連絡（宿泊、夕食要否も含む）を福間まで 

  お願いします。（ＴＥＬまたはメールで、ＴＥＬ０２９-８５６-７８８１） 

 

 

 

飲んだら乗るな！ 

飲むなら乗るな！ 
今年は飲酒運転による事故が多発し 

多くの“尊い命”が失われました。 

悲劇を生む前に飲酒運転を撲滅しましょう！ 

 

 

☆会員の皆様へのご案内 
現在、３０万人のドナー登録者を目指して全国各地で色々なイベントや講演会または登録会が行われて

います。しかしながら、まだまだ多くの患者様が骨髄移植の機会にめぐり合えていないのが現状です。ま

だまだ骨髄移植に対する理解不足や誤解を招いていることが多いのが原因であると思われます。その為

にも、各種イベントや講演会、登録会などでの普及啓発活動は重要なアイテムとなっております。 

骨髄移植推進財団では、普及啓発用の資材として、ポスター、小冊子（チャンス、ギフトオブライフ）などを

皆様に提供しております。皆様の職場や、公共施設、ご近所のお店などに配布をして 

普及啓発に協力をしてもらうことができます。もし必要だなと思われましたらまずは、ご遠慮なく事務局も

しくは各地区普及広報委員にお問い合わせください。また、いばらきの会でも、オリジナルのティッシュ、

茨城県版パンフレットなどを用意していますので積極的に活用していただければと思います。事務局まで

お問い合わせください。 
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骨髄バンクのボランティアを応援してください 

 骨髄バンクを支援するいばらきの会では、茨城県内で骨髄バンクの普及啓発をボランティアで行ってい

ます。 活動資金は皆さまの善意の寄付によってまかなわれています。ボランティア活動への応援をお

待ちしております。なお、ご面倒でもご寄付と会費の納入は郵便振替でお願いします。 

 

郵便振替口座名義：00110-3-127575  

加入者名義：骨髄バンクを支援するいばらきの会 
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日本骨髄バンク骨髄提供希望者(ドナー)登録者数：２５７,１０４人（県内４,９５１人） 

  骨髄移植希望者（患者数）：３,３１５人（海外１，８３２ 県内３８人） 

バンクを通じての移植例数：７,６５３例（海外１４２県内移植数１４６例、県内採取数１３７例） 

(２００６年８月末現在） 
 

（財）骨髄移植推進財団 ホームページ http://www.jmdp.or.jp 
  ドナー登録についてのご質問・お問い合わせは 

財団フリーダイヤル 0120-445-445 または ドナーズネット http://donorsnet.net まで 

心のこもったご寄付をありがとうございました。（２００６.７．１～９．３０） 
お寄せいただいたご寄付のうち会費未納の会員からは会費（年2,000円）を差し引いて掲載させていただきました。 

 

大屋隆子様 ８,０００円 

編集後記  
本年度も無事、前半戦が終了しました。それぞれ参加された皆様、大変お疲れ様でした。 

残り半年間、皆で協力してがんばってまいりましょう。 

 （編集担当 小田倉孝夫） 

 

ドナー登録は１８歳から５４歳までの健康な方ならどなたでも登録ができます。１人でも多

くの皆様の御協力をお願いいたします。また、骨髄移植推進財団ホームページからも事前の

お申し込みが可能となりました。ドナー登録についての詳しい説明もございますので是非ご

覧ください。http://www.jmdp.or.jp 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJDFFile false

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /FRA <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /PTB <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



